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4･芳香族′､｡ゲン化合物 の化学構造 と殺虫力に関す る研究 ･Ⅳ.DDT近縁化合物 に就て.2･*

浜田昌之･一大野稔' (方捕 大塀 化塀研究所 吠屈折究'a)21･7.16畢付 ､二

ヽ一一､ 我々は第 1報に於て新合成殺虫剤DI)Tの11'効成分で

ある･p'PL･I)DT 即ち1'1･.hi8(pIChlorophenyl)･2,2,2■
･trichloroethzmも を基準物質としてこれと化嬰常道の近

似した化合物10位を合成 して之等の化合物p殺虫効力を

系統的に手間托れた4種類の事虫にT3.いて試扱 しそわ結果

を結合して此較蛤討し化嬰構造と殺虫力の閥に存在する

好局係のづ邪を明らかF.=した ｡
/ l

苑後引締いて本系統に屈する化合物 9種を合成 し之等

の化合物の殺虫力妄比較綾討 したので此虞に報告する｡●

即ち我々が今回合成叉は畢離 した化合物は次の9校であ

る｡

ll(p･Chloroi,llChyl)･1･(o･chlorophenyl)･i',2,-0-

trit3hlorocthtTtne(0,p,-DDT)
･11てp-chl(,rophcny))･1･plleJly)-2,-0,2-trick)orocthJ)e

(CDT) 1

1,1Ibis(p-tOlyl)･2,忠,2-trichloroethLulC(qlrI)DT)

1,1･bisてr･･hydroxypheny))12,2,2･tridl】oroeth加e

(0Ⅱ･DDT)

･1,1･bi6(p-aZiEyl)･2,2,2-triclllorocthane(α110-I)DT)

1,1･bi8(p-ethoZyphenyl)･2,2,2･trichlorocthne

(a,flBOIDDT) i. ,

I1,1･bミB(p-Cll】oroph6nyl)･加Ctioacid(DI)A)

1,1･bi8(p-Chloror･hrnyl)･aceticacidmethylcBter

(DDAICfI31でStCr)I

1,1･b王8(p･Chlorophenyl)･zwetioacid cthylcster･

PDA･qH6-CSter)

/こゐ外殺虫力の比較検討のため筋 1報の1)場合と同様

に P'r/-DDTを基準物質として使用し串{攻に之呼の

化合物に封する殺虫試験には雷研究宝に於で同作したイ

ェ.く工の成虫を位mLFgf謂 ".turntable"状に別似しだ

試験方状に依って各化命物について取階段のIln腔に於け

る軒下率及び致死率を求めた｡之等の約から各化合物の

書 林耶虎を印･t御撰助いたi'いた常qf死'aLtF.相即 ワ

oT<即 は 氏及びFr兜'dT_各位にやから̀餌紐申-ill

もO又耶兜我は文部相 中釈放研究軍に放ろた｡
･此虎に併氾して謝意を訳す乙o

+I DDT凡作作早宋mの原料を御餌け下さった三糞

化成淀川工切払掲出次ル代に御i9巾上tTる｡

■ ■

殺虫効力を比較漁討して化壁構造と殺虫力の関係につい

て考残 したO ( I

■以下先づ各化合物め合成法を略記 し準いで殺虫試験の ､

方法並びに結果を記述 し最後に構造と殺車力のbE尉 こ論

及する｡ _

合 成 ~･ '

(1)1,1-his(PIChloroIもenyl)･2,2,21triehloroeth祖e

(p,p/-I)m ) の坪m '):

C･く )等く> C･

射 ヒ加 如土馳 虫試験の

品叩!物7てとして任用ナ

CCl3 る矧 こDDTの工業品､

(三を化成淀川工場Ff1品叫)､から酒精で取回円結して得I

た無色針状弘氏107.6'-1b80の約品である｡

呼) 1-(,p･C1-1oropll叩 ))･1･(0-0hlorophenyl)I2,2,2･tri･

C】,lorocthane(0,l!･I)I)T)の叩肝 ?:DDTAq道の際

cJ に結晶河を汲 む分灘 したあ

clく つ てくつ

との粘田物才て(三菱化成淀

川工機矧VI)に酒精を加へ

C?JJ て円紙 し析川する p,p'-I)

7)Tの払 UTを十分.71:･出した後母液を十即決解 して析用す

る抑状物は冷却すると同化するからこれを招集 して酒桁

叉は石油エーテルから再紙を繰返すと柴無色ブ.)ガム状融 ~′
∫ I

点 73･r,～740の喝晶を得る｡このものは文献の融点 74

-74.50(oof)及び元素分析附からO,p/-DRTである｡ノ

hb机･叩 CO2n7g Ⅱ 20mg _q% 汀% √
30,900 '6.735 0.850､ 47.03 ..F'.441

(C1('6Trl):qI研3(Mヲ354.5)47･39 2･54

(3)1･(r･･cl･loropllr･ny】)･llPhenyl,2,2,2-tl.ichlolroeth･

Lh'C(m )の合成:
＼

C_OcHO詣cJく〉FnoLq
(I)- L(ll)-CJ3･､CsH6-_p,.〉Cl(HiSqI)くy"冒⊃

(lll) CCli

先づ p-to]uidinから p･chlorotolue車 )を合成 し更にこ

れから ttchlorot沖品mlch】orideを経で p･chlorobcnEtlde-ノ
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hyde.)I(もこp･99-L930/16品m)(l逐 得る.次に,(q)の

p･chloro-pD占nyltrichloro丁重hylcarbino1-･)は I.00.- 畠

cT,lorotorlneGg と混合し常温7:･把持しっ?粉末苛性加

盟をi時間を嬰 して徐ふた加へ,虞 に2時間戯押した後

混坪を止め一cthFrを加へて躍過する0､は液から車 cr及

びchloJOrOrJ･l.を溜去し更に水蒸気蒸潜を行った後筏御

物をeihcrに講軸1_L竿%苛性四連で托私 だ綿で放水L

ethcrを溜姦し減圧議潜に附すると148-1500/17･.1叫 こ於

七大由扮 削 した(文机 8ラ-1甲○/26mm).牧丘tCg,(理論

収監の16%)｡.次に目的物の(q)せ得るには川 ■)を5g,･､

bl､ZCl;e2gを混じこれを拭湿しつつ後々に浪硫酸 20&

m『

2C｢}0く 〉 † 竺)誓HO売 声 ･ I

' 二 ㌔ ===こ ゝ ;--く ⊃ 一二十

ccb
phenolとチメチル琉於の反感で合成した ふisollag

i ,と clllqiill'11gの況合物を振逢しつつ放流恨60ccを徐

やこ加-た後5榔 り振没 し其後とれを氷水中に由ぐと粘

.銅な牛嘩 本状の物質を得たo之を ctherに溶解し水洗耽

水後 ether牢追ひ酒精から数回再砧を繰返すと融点85～ ～ ■●●

･

を添加す考｡約2時;fT'l常温で振湿 した後これを水水中に

泳ぎ生じた固体むは.1E;し酒精を用ひて配色再結すると融 ′

点f;9･-700の粗結晶を得たoこれを酒精を用ひて再枯す '

-7.r=)06)o
(4｢I,1･bi8(P･tOlyl)･2,2,2-triehloroethnc(cm ･DDT):

の合成 ,･.,

2CHLお 声 cH濠 =ノ

ニー,'cHさく>cc7C･P "I3,
･1-.

chlo'a17.5g とtOlucムe9gの混合物を拭掛 ノつ 浄ゝ -

弼 M occを徐々に加-た後時 拭々没L華がら十東放荘 -:-

すると卿 物野 浮 遊するに要るoこれを氷水小に注ぎ _

生成した同体を沼iJiL酒精を用ひて数回再Ihkすると融点 ′

卓7TS8ムの無色鱗片状結晶を賀拙 o(文献の融点S907))

収a.G:7g(理論牧丘p如%)0

(5)1,1-bi8(p･hydrozyphcnyl)･2,2.2･trich19rO.Cthane

(OfI･DDT)や合成 :

煎 〇 ･ cc,jC雪 女 '

'r oごく > C7+く > oヮ

I

-＼ CClS

chloral7.5gと phcno19gの混合物を拐超しつつ浪

硫酸氷W]琴丘混合物 J40ccを徐々に加-た後時 板々喧 し

ながら5時間放置するOこれを水中に注ぎ生成した桃色

` 固体を泥集 Lb′nzene一酒精等定温液から数回再結を紋返

すと融点 巴03-.0030(分解)の無色板状結晶を得た (文

献の融点20303))O収量6.9g(理論牧丘の45%)｡I

t61 1,1･b卓S(p･znisFl)･2.2,2･trichloroetllane(qhO･一 一.

DDT)の合成 さ

30

ヽ

'..C,く ゝ 巨 ⊂ y c･(*
､ /CCli

▲ .'モーく >守夫 >cl

フ一 .二COOH

T 軌 畑 精と･60ctoの金田Nai.･gからmt･alco血 tcをl

､造 りこれを汐F滞せしめつ ゝp,Pl･DDTe･g(配点107J･一 ･

1080)を一時に加へ逆流冷却詮を附 してIT,昨日捕 抑圧感･

せ しむ{反鷹終了後冷却 し水 20000加へて後酒精を十分

-追ひ｣庶活性淡を加へて沈澱物を滝去した後古畳液を硫酸∫

酸性にすると融革156二-1OlOの粗結晶を柑た○次にこれ

′を80%酒精から円韓を絞返すと融点 163ヤ1610の!.IR色立

方体乃至性状結晶を得た;牧丘1.3g(理論牧丘のコ三%)｡-
一＼
粉本化合物は1,1･bi8(p･Chlorophcl･y】)･1,1･diehloro-

ー'メ/-'･＼ノー ■､

870q無色ブ.)J ム状の轡晶攣 た･(.恥やi不,yit考へ
られる)(文献の敵点8909).).牧丘.9.7g (理論牧丘の

47%).a

(7)i1･1-biョ(p-cthoxyphenFl)･･oI2,?･tiichloroethLulC

･､(C空ⅠⅠ80･DDT)の合成 : ･一一

二‥: :I-'= 1-1二二三二~~-=丁

･C2H;0く ゝ 巨 > o示
･ C_Ch

Na.alco'hohtcにC2TTbt及び pllCnOlを加へて反感せ

こしめて PllCZ,CtOl(I,p･1rI5･一1700)を札 この phcnctol

12gと-chlora17g､と苔:混合拭塩tL'Ti渦 流嘩氷析等圧舶
合物.40ccを徐々に流扉 ㌻ると容易に反感 してEh扶助Tr
を生ずる,2時聞損豊艶氷水rtlに注ぎ固化物を泌兆しこ

れを cllloroEorm酒精温液から再結すると融点 103.6TJ

1010の無申 ア'-1),ズム7L醸 晶を得た(文献の融点1059P)I)o

l牧丘9.7g(理論牧丘の.･'3%)i

(8)1,1.･bis(p･91llorophcnyl)一伽光Iiもacid (DDA) め

合成 ≡

･ C】√ ｢ L cH二へ cJ
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ethy7910(p･r/･DPX-) を同様な方法て加水分解した ●

.が得られなかった.文嘩 o)では封管を用ひて同様 Iご儲

ー点163-1640の射 ヒ介助を得て居る'O I

eu触 .n'lg 6.0,'t,g II30n一g C% .+fI%t､
J

4.20.-J 9.1401 1.5SO ･69.28 4.20

:(clぐ61Ⅰ.),CIICOOlr(M-281)I;9:80 3J,8

(4)ll,1･biS(p-Chlorophcpy])-AceticAcidmcthyl･CBtei

o)I)A-CLr3-eBter)の合成 '･･′

･ciく y cc70# C応 I-

･･ crlくyc7io c!JcoocH, ､
DDA 0.4gを methano112叫三治解しTICr卵 を流

入しつつ湯浴上で加温反感せしめろ布約1畔Ilr】倭'冷却

すると油状物を生するから-Rifこ少丘の nlethanolを加入.⊥

-て加湿除色娼過して冷肝に放這すると結晶が析出する, .

矧 こ一回両紙すると融点36.r'-380の無色?'1)ズム状紙 ′

･票誓 …3,農 芸霊 讐 l:yfTr警 警去三雲 三誓

思う○

(5)1;1･bi8(p⊥cll】orophenyl)･accticacidethylcster
(DDA･C2TT5･eStCr)の合成

clO 七 戸 与l詞

-elくy c7⊥C y c-
COOCぇ115

上b mcthy),tBterの場合と同様に.bDA0.5gを酒

糟115ccに溶解い IClgaSを泣入しっら加温反燈せLや

.る耶1時間後冷却すると柱状碍晶が析出するO凍結晶は

融点8･1-8～70を読し更に酒精から再結すると融点87-880

の無色柱状結晶宅得た,｡収量 01三転｡木化合物も文献記

戟なく又元郭分析未了であJaが DDA･ethircsterと考

へてよいと一tHう̀｡

＼殺 一虫 拭.腿

木研死の約1-3矧こ於てほ4校桝の辞虫について殺

出釈放を行ったが之は極めてql称で佃も長)削りを%T･する

-矧 こ,今回i輔 国に於てこの和の研究の際に既準供託虫

として利川され.る印の位も多いイエノ.'ェ (hluBCtLdoTrLC･

SticaL.)を相川】した〇即ち'L77.･研兜封こ於て多年に亘り飼

ト 元累分析位の訳弟が大きいのは融点161-1630の -

由凪について行った氏と考-られる

t ノ

辞 13 班

菅を損fTて来たイエ.壬エの羽化後平均6日の成虫を位Ff7

した｡その試験菜矧主所謂 "turn-tabJc"法に湖似したJJ･

法を考案して採用した1.1,｡即ち粧醜 mll前さ46'ml流 罪

約18.61の約千円筒の上下に捕7-円収をあて円関と円板

の問にコ'ム,.,'ッキy〆を挟んで完風こする｡上Cll)の円板

の中火には在位6crdbスブ't'-用の孔を有する｡一･万

直径9cm,拭き10cmで上面金属板,側面及洞 が金

網から成る砲を用意し此の中に供託虫25匹前後を椛築し

捕手円筒内に置く接にす有｡ヽ

次に試殴方法は先づ各化合物め避雷な濃度の酒精溶液

を用意し'その0.5coをスプレーガンを以て約30ポy ド
//-

､の加匪下に柚子円筒上部の孔から円筒内たスブ t'-サ

ち.スブLfr終了後直ちにゴム栓して気密とし10分間額

過した後円筒内から供試虫やはいつた瀧をとり出して落 -

下山数を調べる｡この際供試虫の荘珊状態にB つrCJ･段

糟に分類したが,今回は完全に落下反押 してHL!るもの及

び時に起上l)飛上るが許下反和して屠る岬 印の長してもの .

を合せて落下曲数としたojC.後脚ここのⅧ?ま _ゝ0～50に

約10分間冷疎すると供.7̂虫はfTt.部冷排落下するからとれ ･

を振出して別の容器に移し伽を興-て常汲 (23′ザ50)Iで ･

2･1時開放Flした筏死出敬を調べるO上述の様な試験を各 .

砲合物の琴/kの孤既に?いて4Ⅰ相 計約100四の供託虫

を坪用十許轡 準?罫下血軟から許下野 (knock''down一
%),死虫軟から死出卒 (ki))形)を火々井Fl=′た｡以上 ,I

の技にして行った顎舶 t_験の糊 71-は約 1衣に示す通りで'･

ある｡

knockdowr!

10n7ins.%

･(con;ctニ鎧 I - l 3 ト 5

51Lllr3･DDTJo.lJ
21
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･01慧 チI'PZtI5llo･5 仁 o l 64

p-
/

チ事coptrolは酒梼のみOt5cqスプL'-した後同様虎現し

た結果である｡

･本掛こ荒す結果から大体次の様に結論出来ると恩ふ｡

先づ基準物質としての p'pr･.DI)Tく1).ほ0.5'0.25'

0.125,0.065%の4段階り決定について試扱したが周知

の如く落下執 ま余り俊れず0.25%以fで拝殆ど認められ

京 ､｡'tに反してその敏死率は俊秀でO.06d5%でもPPI殆

ど完全な致死力を読して屠るo次にPDTの製造の際に

約25%p割合で生成するQ.P'-I)DT(i)に就ては0.25'

o･125%の2氾皮のみ鯛 不完全と考へられるカtP･P'iP
DTよt)可成り効力は低下して尉るQ次にーQ,PP-I)I)T

の o･位の盟如 埠素に荘換された｡ー/oI)T(帥 更に箆

かながら殺虫力が淑迫するO

次に P,Pl･DI)Tの p-位の盟累2原子が methyl益

に紅換されると(4)IP'pL'･I)I)TとO,pP･DI)Tの中間

程度の効力を戻す.hJdrov 基に旺捜された 0.II:Di)

T(5)は全く効力を有しないと考へられる丁然るl与これが

methylOther.となった(6),及び cthylctller となっ

た(袖こ於てほ柾めて佼れた効-))を京す｡特にこの両者は

･落下力が ri,p/･DI)T′-iりも可成り殴れて揺る｡この点′●

は既に才別布されて居る通り:C.あ考が1幻就*(7)の C2Tr60･

DDTは致死率に於てもp,pl--DI)Tに劣らず本試放申

出:も位秀な結果を示しだ o ー

'･次にI)DTに於ける-tr王chlqronletllylf韮 (･CCh) め,i

cartx,Ⅹyl韮(･COOTⅠ)に変ったI),I)A(8胎0二er,%では落

下カ'.致死力共に全くなく,そのェスチル甜9Xlq惟b.5
勉の嘩皮で致死力のみが認められるに過ぎ叫 ､O

メ

措 辞 ー

本殺虫試段は更に検討の余地抹あるが化学構造と殻虫

カの関係について次?様な結論をしてもよいと考えられ

′ 畠,BLJち癖 Lp,p/-I)DTの･P･位の塩素1庶子bjo･位

に移って 0,pr･I,I,亘 なると落下九 野肋 共可成｡

拭氾する.女にこの o･位の塩如 拙矧 こ変ると更に嘩
ヽノ

23 ㌦ - I) ■
■′一
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かながら効力が減退する｡結局殺虫力を有する壬割こほp･

恒の塩素が不可欠で 0-位の塩熱ま余り影響ないと考へ

られる｡∴

次にi,･位の塩如 原子がrnethyl基に変るとその効力_･ーlヽ

はp,p′･I)1〕Tよ_り劣り,0,p′-I)I)Tより佼れて居る｡一ヽ

更に hydro立y基に変れば効力は全く無くなるにも拘ら

ず meth叩Y,etllOXy基に匿換すると艶虫力殊に落下力が

俊秀となT)p･p'･-｡DTよりも優れた落下力を牢すO特/ _ 一

にC2TT80･DDTは致死力に於ても p,p/･I)DTと同程

度である｡ / ′

･又 triclllorotnethyl基が .̀carboxyl芯に変ると栽虫効 ･

力を示さずそのエステル税も僅かに致死力を示す桂皮で

現在迄の所 trichlorometやy.1基は不可欠なものと.LEは .

れるn＼､′ ィ -

以上琴的すればI)I)･T系化合物が殺虫力を有する矧 こ}

け p'p′位の塩素'CIr30,0･.1150,CH'(や.ゝ効力は落 ◆

やる)又は約1報に京した臭素 ~(道程性有り)等の基が､

必要でo･位の塩熟ま余り影響がない○文王にtrichloro,tnc･

thyl去⊆が carboxyl益に変ると効力を失ふ都が結語細さ -

れた｡
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71esumeヽ

In､the●】BtrfpOrtOfourstudirsnLC bynth'siz,dー10con7PundBrelよtrd･top,p'-I)I)T.ttstcdtheir

J'tJm licidlll爪Ctiviti-8ngttinst4王nsect日tnddiscuFSCdthe＼correlationbetweenchemi¢alconstitut10nand

inBeCticidnlEtCt･lJity･一

1).],1･bZ'g(p･C】l】orophenyl)-i',2,-0･tricllloroctllanC(mP.107･1oSO)(ii.V ･Z)Ⅰ)T)-(st池d肘d)

2)･1･(0-cllloropt.eJlyl)･1･(p･cl･lorophpnyl)･2,2,2･trichlorL叫 .lt,･e(mp,73･5-740)(0,〟-DI)T)

3) 1･(p･chloropl-cnyl)･1･p7!enyl･2,2,軍･trich】oroetllnne(Fr)p.731740)(CI)T)

4) 1･1-biB(p-tOIyl)･2,2,2･tric】.loroethnne(mp.87･80).(CEr{DDT)

5) 1,1･bislCp･hydrolyPhenil)･2,･0,2･tricIA･lorocthEule(nlP･O･,02･203O)(OfI･'I)DT)′

6)･1,1･bis(p一也i軒1)･2,2,2･trichloroeth･qe(PIP.85187O)(CEr30･DDT)
I≡i∴

7) 1,1･bJ'6(P･ethoxyphenyl)2,L',2-trichlorocthfule(mp.103.5･1040)(C2fIl60･DDT) ･ヽ

8) 1･1,his(p-Ch70rophenyl):JaCCticacid(n-i'二163･1640)(DD̂ ) .
9) 1,1･his(pICl･lorophenyl)･ztceticacidmcthyle6tCr(I"P.36.5･380)(I)I)A-CTT.rcBtCr)

10) 1,1lbiBこp･Clllorophenyl)･t-ticacidct1.ylc舶r(叩 .87･BSO)(DI)A･C2Tr81ぐもtCr)

一. ThenwcteStedtheirhBCCticidalactiyiti(8Ltg凡instthefaultofhoJmrlie8(MtLeEddomesLT'caL･) by

modifiedturntEIblcmethodanddetcrn】inもdtheir-kn ockdown (ドrCent) LIrtCr 10 nlhutt･8 ∫ud kill

(percent)EIfLCr24hourB･TheresultsortlligtfstrLreShownin'TzlblcI.

From theseresult8WCll-nyCOnClude'zLlfo】lowS:I

1･ p'p'･I)DT(Ⅰ)血0､78.veryhighki7))'ngpowerT,utit8knock-dowt)pWCrignotSO一帖 11･WllPn

oncchlorineatom efpm positionofI,,P′･DI)T trnnsrcrcdtoorthoIX,Sit王on,(0,p'･t)DT)tx,th

knock-downnnflki)]hlgpowermodemtclydf･CreE186.血 ttheron-ov-alorthisOrthochlorinenton-or
o,pl-I)DT prov-stodccrefISCkillingrx)VcrTLlittlc (CDT). SubscqucntlF.J'nscctici血Inctivityof
tll(･EX) 0仙-PtJrk7BdependsBQ･muchontlleChlorineatom 0rPfLrTLPOSitionl,butdclでndBalittleontlltlt
orortl10ⅠⅦition.

-o･WhentwochlorinelttOnlBOfpm rx)Sitionofp,1/Ill)DTmktitutCdton-ct71ylgrol】rfi(CIr31)I)T)'
t】le中 cticidLllnctivity王8inferiorto-p,I/･I)DT m.d F岬 rior.too,D'-DDT･Though OIIIDDT ･bns
noiructjcidLllactivity'tpthm 30･I)I)T爪.ld(プ2Tr50-I)DT hvcpro_mダIng.'Ⅰ- ticiJaltLttivity'fSfN'C･
iltllythcjrknock-dawnpweriBStrongerth=mthat●ofp,p'-DI)T.tAhoveal),C2lr501DDTBhow8highest,

.insecti毎 日 LCtivityan.-ongthcSe10comfN'undsincludingp,p'･I)DT.

3･DI)Ai8hcErcctivcnnditsCSter8(methylEtnd't]･ylcEter)hve争Iittlekil一inglX,Vcr,i･e･when
C(ニトgroupIBStillStitut"Lto COOfI一group.'theinsecticidalndivityt*conlCBneg】isible,SOthisgroup
王Bt肝ntiLll. ′㌔

studies･i'ntheSyntheSi80fBIIC (benzene;hexachloride)_TI.kcscardlforlhcJ'hot･

ochemicalReactionsb≦tween Ben2:eneandCIllorinetin CarbonTetmcIllorideSo]ution

1.'1105ihikoOIWA;RyoichiYAWAD_A,lIis!toARAKInTl(IMinoruOZrNO..(Takeihboratory,Tng-

tituteFor.Chcl"icZllRcseftrCh-,1{yototmiycrBity)･ReeeivcdJuly･30.1919.17olyu-KagakuT3:-23γ29･

1919くWithFulg-iB-1reSuTnBP･e9) ＼

5･aHCの合成に関する研究 IT･*四酎 ヒ茨素 を溶媒 とする液相反鷹 1-･大岩佼彦;-山田RT･1 荒木久雄,..

大野稔 (訳榔大串 地坪研究Prr 拭暗耶究宅)24.7.30受付

+本研究は武析靴投の相称で行いIポーラログラフィ
に就てはqlT耶光広の前兆虫にl光堺的な可では物邦
樫致塗の申列押夫氏に御助甘を柁いたへ常研究所の
rll井放校及び水蛇助放校から焚政経典を御借りして
.ある.真如こ感謝する.

■■

13∫0はb;n班neと塩素から光線照射下或は適与な触

媒の存在に於て合成されてゐるが吾々は先ず光化学反感

の姶討をする酢とした｡tcnz?nc と塩素の反取 去気相で

は院政に杓う傾向が大である;恥,1) 披相に於てほ琵故地

･-03

＼

/ ′


